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第 1 号議案：平成２６年度事業報告及び決算報告承認の件 

 

Ⅰ．平成 26 年度事業報告 

平成 26 年度には物理探査学会が公益社団法人に認定されてから 2 年目を迎え，これまで実施し

てきた研究開発奨励事業，探査技術の普及促進事業，広報活動，研究活動及び表彰等の事業を継

続，発展させるとともに，会員へのサービスの拡大，並びに一般社会への貢献活動にも力を注い

でまいりました。 
 

1．学会事業活動 

 
[1] 研究発表会の開催 

(1) 第 130 回学術講演会 

・開催日 平成 26 年 5 月 28 日(水)～ 5 月 30 日(金) 
・開催場所 早稲田大学 (東京) 
・一般講演 口頭発表 62 件，ポスター発表 8 件 
・特別講演 
「環境浄化・資源循環プロセスを効率化するためのミネラルプロセッシング」 

所 千晴(早稲田大学) 
「深海における光計測技術」ソーントン・ブレア(東京大学) 

・参加者 138 人 
(2) 第 131 回学術講演会 
・開催日 平成 26 年 10 月 21 日(火)～10 月 23 日(木) 
・開催場所 清水テルサ (静岡) 
・一般講演 口頭発表 52 件，ポスター発表 9 件 
・特別講演 
「“ことば”を覚えたシロイルカ―イルカの知能と行動―」村山 司(東海大学) 
「東日本大震災に学ぶ―次の南海トラフ巨大地震は連動するか―」 

長尾 年恭(東海大学) 
・参加者 108 人 

 
[2] 会誌，書籍の編集発行等の事業 

(1) 和文会誌発刊 
和文誌「物理探査」は Vol.67,No.2～No.4 および Vol.68,No.1 の 4 号を発行した。 

(2) 英文会誌発刊 
豪州物理探査学会 (ASEG）・韓国物理探査学会 (KSEG）との共同で出版する英文誌

「Exploration Geophysics」について 4 号(電子版)を発行した。 
(3) 英語版「新版物理探査適用の手引き」の発刊 

EAGE をとおして「Application Manual of Geophysical Methods to Engineering and 
Environmental Problems」を発刊した。 

(4) 啓蒙書の発刊 
「地下を診る技術~驚異の物理探査~」 を平成 26 年 10 月 5 日 Kindle 版(Amazon Services 
International, Inc.)を発行した。 

(5) 技術資料等の頒布 
既存の以下の技術資料等の出版物を継続して頒布した。 
・物理探査ハンドブック     37 冊 
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・旧版物理探査適用の手引き(英文)    11 冊 
・最新の物理探査適用事例集 冊子・CD   34 冊 
・新版物理探査適用の手引き 冊子・CD   84 冊 
・会誌「物理探査」 DVD (第 1 巻～第 60 巻)    7 冊 
・学術講演会論文集 DVD (第 43 回～第 118 回)   2 冊 
・国際シンポジウム論文集 DVD (第 1 回～第 8 回)   1 冊 
・学術講演会論文集(冊子，CD)     7 冊 
・新版物理探査適用の手引き(英文)    16 冊 
・地下を診る技術~驚異の物理探査~   112 冊 
 

[3] 研究開発，調査，コンソーシアム活動等の事業 

(1) 研究会活動 
当期年度内には地盤探査研究会，電気探査研究会ならびに地震防災研究会は開催しなかった。 

(2) 研究委員会活動 
・ 河川堤防研究委員会は前年度に引続き，河川堤防の安全性評価やコンクリート構造物の点

検診断に係る研究を実施した。 
･ 統合物理探査研究委員会は物理探査技術が有用な調査技術として利用拡大されることを目

的とし，物理探査技術の適切な適用および計画，実施，適切な探査結果の評価，地盤の評

価が実施さることによりプロジェクト全体における効果を検討した。 
･ 統合物理探査研究委員会において，物理探査技術が有用な調査技術として利用拡大される

ことを目的とし，物理探査技術の適切な適用および探査結果の適切な解釈による地盤の評

価がプロジェクト全体に及ぼす効果について検討した。 
・空中物理探査研究委員会は電磁探査，磁気探査ならびに重力探査等の空中物理探査の最新

の処理・解析技術を検討し，有効に活用する研究を行った。 
･ 河川堤防 GPR 研究委員会を立ち上げ，河川堤防施設に対する GPR の有効利用等について

研究開発を行った。 
(3) 研究助成金・受託研究 
・統合物理探査による河川堤防の安全性評価技術の開発［河川財団］助成金 1,500,000 円 
・平成 26 年度堤防及び河川構造物の総合的な点検・診断技術の実用化に関する研究開発(その

２)〔国土技術政策総合研究所〕委託研究費 9,045,000 円 
・平成 26 年度空中重力調査データを地熱資源等に用いるための手法検討作業〔独立行政法人

石油天然ガス・金属鉱物資源機構〕委託研究費 9,896,160 円 
・河川堤防施設に対する GPR 探査の標準仕様検討及びデータベース試作業務〔独立行政法人

土木研究所〕委託研究費 6,512,400 円（平成 27 年 4 月 15 日まで） 
 

[4] 講座，セミナーの開催，関連学協会との協力等の事業 

(1) 物理探査セミナー 
・開催日 平成 26 年 7 月 15 日（火）～7 月 17 日（木） 
・開催場所 東京大学 山上会館 
・参加者 59 名 

(2) ワンデーセミナー 
・開催日 平成 27 年 2 月 9 日（月） 
・開催場所 東京大学 山上会館 
・テーマ 河川堤防における統合物理探査 
・参加者 55 名 

(3) キャンパスビジット 
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・開催日 平成 26 年 6 月 16 日（木） 
・開催場所 北海道大学・大学院工学院 
・タイトル 地球のお医者さん～物理探査の最前線～ 
・参加者 40 名 

(4) 関連学協会との連携・協力 

① 国内関連学協会 

(公社)日本地球惑星科学連合，(一社)資源・素材学会，(一社)日本リモ－トセンシング学会，

日本地熱学会，(公社)日本地震学会，(一社)日本応用地質学会，(公社)地盤工学会，(公社)計

測自動制御学会，石油技術協会と講演会等で相互に協力した。 
② 日本応用地質学会と連携 

土木建設分野における地質調査の精度向上を目指し，(一社)日本応用地質学会と連絡委員会

を開催した。また，平成 26 年 6 月 20 日（金）(一社)日本応用地質学会北海道支部・北海道

応用地質研究会が主催する研究発表会に対して共催を行った。 
③ 海外関連学会 
インドネシア物理探査学会(HAGI)に齋藤会長が出席し，HAGI と MOU の締結を行った。 
下記関連国際学会の講演会・年次総会に参加して国際交流を深めると共に，国際レベルの物

理探査技術を会誌，ホームページ等を通じて紹介した。 

・欧州物理探査学会(EAGE)  
・米国物理探査学会(SEG) 
・環境土木物理探査学会(EEGS)  
・豪州物理探査学会(ASEG)  
・韓国物理探査学会(KSEG) 
・中国石油物理探査学会(SPG China)  
・ベトナム物理探査学会(VGA) 

④ SEG 教育プログラムの開催支援 
海外の関連学会 SEG が主催し，日本国内で実施する下記の物理探査技術の普及・啓蒙活動

に対して参加者の募集，会場の運営等，その支援を行った。 

・SEG 2014 Distinguished Instructor Short Course (DISC) 
演題：Microseismic Imaging of Hydraulic Fracturing: Improved Engineering of 

Unconventional Shale Reservoirs 
講師：Shawn Maxwell （IMaGE） 
開催日：平成 26 年 9 月 30 日（火） 
開催場所：産業技術総合研究所臨海副都心センター 
参加者 40 名 

・SEG Near Surface Honorary Lecture（Near Surface HL） 

演題：Integrated geophysical methods applied to geotechnical and geohazard 
engineering: From qualitative to quantitative analysis and interpretation 

講師：Koichi Hayashi (Geometrics) 
開催日：平成 26 年 10 月 15 日（水） 
開催場所：早稲田大学西早稲田キャンパス 
参加者 40 名 

 (5) 技術士継続教育活動 
平成 26 年度も関係 7 学協会と連携して生涯学習支援システムの共同運営を継続し，会員の

技術士継続教育活動をサポートした。 
 



4 
 

[5] 物理探査に係る広報活動事業 
(1) 物理探査ニュース 
「物理探査ニュース」No.22 から No.25 の 4 巻の発行を行い会員に配布するとともに国土交

通省ならびに農林水産省機関に無償で配布した。 
(2) ホームページ 
学会ホームページを見易くかつ親しみやすいものへ更新し，WEB を通じて広報に係る活動を

実施した。 

 
[6] 物理探査学に係る研究，活動に対する表彰事業 
平成 26 年度通常総会において，平成 25 年度物理探査学会表彰を行った。 
(1) 事例研究賞 

・受賞者  ：稲崎富士 

・対象論文：対象論文：稲崎富士，液状化被災地における物理探査および地質学的総合調査：

千葉県幕張海浜公園での浅部地盤調査例，物理探査，66，45-55． 

・受賞者  ：根木健之，松尾公一，横井浩一 

・対象論文：根木健之・梅田浩司・松尾公一・浅森浩一・横井浩一・大原英史，MT 法スペク

トルデータの効率的且つ効果的な編集方法－実データによる検証－，物理探査，

64，153-165． 
(2) 奨励賞 

・受賞者  ：重藤迪子 

・対象論文：重藤迪子・高井伸雄・笹谷努，低周波数帯域における S 波伝播経路の Q 値の推

定，物理探査，65，53-66． 

・受賞者  ：新色隆二 

・対象論文：新色隆二・山中浩明，表層地盤の 3 次元的影響を考慮した 2003 年宮城県北部地

震の震源域における地震動のシミュレーション，物理探査，66，139-152． 

(3) 優秀発表賞 

① 第 128 回春季学術講演会 

・口頭発表  Hondori Ehsan Jamali 

② 第 129 回秋季学術講演会 

・口頭発表  染井 一寬，戸谷 真亜久 

・ポスター発表 陶 茉 

(4) 学会運営功績賞 

① 公益法人化に係る貢献 

松尾 公一 

② 河川堤防の統合物理探査検討会運営等の一連活動 

斎藤 秀樹 

③ 英文誌共同出版事業に対する貢献 

横田 俊之 

(5) 永年在籍会員表彰 

① 在籍 30 年以上，満 70 歳以上(11 名) 

安藤 毅，五十嵐 亨,大久保 秀彦，工藤 一嘉，河野 雄平，財津 敏郎，坂尻 直巳 

澤田 義博,田村 八洲夫, 芳西 修,吉川 雅章 
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② 30 年在籍賛助会員（3 団体） 

（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構，第一実業株式会社，シュルンベルジェ株式会社 

③ 50 年在籍賛助会員（1 団体） 

住鉱資源開発株式会社 

(6) 名誉会員表彰（２名） 

芦田 讓，牛島 恵輔  
 

[7] その他目的を達成するために必要な事業 

学会の活性化を図るため継続して学会業務のＩＴ化を推進すると共に，学会ホームページの維

持管理を行った。 

 

 

２．学会の経営・運営に関する会議の開催 

 
[1] 通常総会 
平成 26 年 5 月 29 日(木)，東京，早稲田大学国際会議場にて開催した。 
 

[2] 理事会 

下記のとおり理事会を開催した。  

臨時理事会  平成 26 年 5 月 29 日 早稲田大学国際会議場会議室 
第 77 回理事会  平成 26 年 6 月 23 日 物理探査学会会議室 
第 78 回理事会  平成 26 年 10 月 6 日 物理探査学会会議室 
第 79 回理事会  平成 27 年 1 月 23 日 物理探査学会会議室 
第 80 回理事会  平成 27 年 4 月 15 日 物理探査学会会議室 

 

 

３．会員状況 

 
 平成 26 年 3 月末 平成 27 年 3 月末 増 減 

名誉会員 22 名 23 名 1 名増 
正会員 1196 名 1096 名 100 名減 
学生会員 81 名 53 名 28 名減 
賛助会員 105 社 231 口 106 社 222 口 1 社増 9 口減 

 
以上 
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Ⅰ．平成 26 年度決算報告 
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正味財産増減計算書 
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正味財産増減計算書内訳表 
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第２号議案：名誉会員選任の件 

平成 27 年 4 月に開催された第 80 回理事会の議決により，津 宏治氏ならびに齋藤 徳美氏を名

誉会員に推薦します。 
 

津 宏治氏の推薦理由 
津宏治氏は，本学会の理事を 12 年にわたり務められるほか数多くの委員会活動をリードされ，

学会活動へ大きく貢献されました。 
また，国内空中磁気図の作成や全国地熱情報データベースの構築にご尽力されるとともに，人

工衛星 Terra 搭載の ASTER センサの日米共同開発プロジェクトにおける，日本側サイエンスチ

ームのリーダとして，20 年以上の長きにわたりプロジェクトを牽引され，リモートセンシング利

用技術の普及に多大なる貢献を遂げられました。 
このように，同氏の物理探査学会への貢献は多大であると思料されます。 

 
 
齋藤 徳美氏の推薦理由 
齋藤徳美氏は，本学会の理事を 13 年にわたり務められ，平成 16~17 年には副会長を務められ

るほか，委員会活動もリードされ，学会活動へ大きく貢献されました。 
さらに，地震・火山・津波の防災研究をご専門として，特に，地域防災工学の研究とその成果

の実践，後進の育成に精力的に取り組んでこられました。防災分野における物探技術の利用研究

について幅広い視点から取り組まれ，普及・啓蒙活動にも多大の功績を挙げられました。 
このように，同氏の物理探査学会への貢献は多大であると思料されます。 
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平成２７年度事業計画 

 

Ⅰ．平成 27 年度事業計画 

平成 27 年度は，これまで実施してきた研究開発奨励促進事業，探査技術の普及促進事業，広報

活動，研究活動及び表彰等の事業を継続し，従来に増して発展させるとともに，会員へのサービ

スの拡大並びに一般社会への貢献にこれまで以上に力を注いで学会活動の充実を図ります。特に

平成 27 年度には「物理探査ハンドブック」改訂版を発刊させ，探査技術の普及促進に注力すると

ともに，第 12 回国際シンポジウムを開催し，その中で一般公開講演を企画するなどして，一般社

会への貢献活動にもいっそう力を注いでまいります。 
 

1．学会事業活動 

[1] 研究発表会の開催 

物理探査学に係る研究開発の奨励促進を図るために以下の事業を実施する。 

(1) 第 132 回学術講演会 

・開催日 平成 27 年 5 月 11 日(月)～ 5 月 13 日(水) 
・開催場所 早稲田大学 西早稲田キャンパス (東京) 

(2) Near-Surface Asia Pacific Conference 
・開催日 平成 27 年 7 月 7 日(火)～7 月 10 日(金) 
・開催場所 Hilton Waikoloa Village (ハワイ) 

(3) 第 133 回学術講演会 

・開催日 平成 27 年 9 月 24 日(木)～9 月 26 日(土) 
・開催場所 石川県文教会館 (金沢) 

(4) 第 12 回国際シンポジウム 

・開催日 平成 27 年 11 月 18 日(水)～11 月 20 日(金) 
・開催場所 東京大学伊藤国際学術研究センター (東京) 
 

[2] 会誌，書籍の編集発行等の事業 

(1) 和文会誌発刊 
和文誌「物理探査」は Vol.68,No.2～No.4 および Vol.69,No.1 の 4 巻を発行する。 

(2) 英文会誌発刊 
豪州物理探査学会 (ASEG）・韓国物理探査学会 (KSEG）との共同で出版する英文誌

「Exploration Geophysics」について 4 号(電子版)を発行する。 
(3) 「物理探査ハンドブック」改訂版の発刊 

平成 11 年に発刊された「物理探査ハンドブック」の在庫数が少なくなったこと，物理探査技術が進

歩したことを踏まえ発刊する。 
(4) 技術資料等の頒布 

既存の以下の技術資料等の出版物を継続して頒布する。 
・物理探査ハンドブック     
・旧版物理探査適用の手引き(英文)    
・最新の物理探査適用事例集 冊子・CD   
・新版物理探査適用の手引き 冊子・CD   
・会誌「物理探査」 DVD (第 1 巻～第 60 巻)   
・学術講演会論文集 DVD (第 43 回～第 118 回)  
・国際シンポジウム論文集 DVD (第 1 回～第 8 回)  
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・学術講演会論文集(冊子，CD)    
・新版物理探査適用の手引き(英文)    
・地下を診る技術~驚異の物理探査~    
 

[3] 研究開発，調査，コンソーシアム活動等の事業 

(1) 研究会活動 
当期年度内には地盤探査研究会，電気探査研究会ならびに地震防災研究会活動を積極的に行

う。 
(2) 研究委員会活動 
･ 河川堤防研究委員会において，河川堤防の安全性評価に係る研究を実施する。 
･ 統合物理探査研究委員会において，物理探査技術が有用な調査技術として利用拡大される

ことを目的とし，物理探査技術の適切な適用および探査結果の適切な解釈による地盤の評

価がプロジェクト全体に及ぼす効果について検討する。 
･ 河川堤防 GPR 研究委員会において，河川堤防施設に対する GPR の有効利用等について研

究開発を行う。 
(3) 受託研究 
・平成 26 年度に引続き，堤防及び河川構造物の総合的な点検・診断技術の実用化に関する研

究開発を土木研究所と共同で行う。 
・物理探査に関し専門的知識を必要とする委託研究等に対して積極的に応募する。 

(4) 他学会との連携 

(一社)日本応用地質学会とシンポジウムを下記のとおり共催する。 

・タイトル：土木地質図の信頼性に関する課題と対策 
・開催日 平成 27 年 6 月 12 日 
・開催場所 東京大学 柏キャンパス 新領域環境棟 FS ホール 

[4] 講座，セミナーの開催，関連学協会との協力等の事業 

(1) 物理探査セミナー 
・開催日 平成 27 年 7 月 7 日～9 日 
・開催場所 東京大学 山上会館 

(2) ワンデーセミナー 
・開催日 平成 28 年 1 月下旬から 2 月中旬を予定 
・開催場所 首都圏 

(3) キャンパスビジット 
・開催日 平成 27 年 6 月末 
・開催場所 北海道大学工学部環境社会工学科（予定） 

(4) 関連学協会との連携・協力 

① 国内関連学協会 

(公社)日本地球惑星科学連合，(一社)資源・素材学会，(一社)日本リモ－トセンシング学会，

日本地熱学会，(公社)日本地震学会，(一社)日本応用地質学会，(公社)地盤工学会，(公社)計

測自動制御学会，石油技術協会と講演会等で相互に協力する。 
② 日本応用地質学会と連携 

土木建設分野における地質調査の精度向上を目指し，(一社)日本応用地質学会と研究委員会

を開催する。 
③ 海外関連学会 
下記関連国際学会の講演会・年次総会に参加して国際交流を深めると共に，国際レベルの物

理探査技術を会誌，ホームページ等を通じて紹介する。 
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・欧州物理探査学会(EAGE)  
・米国物理探査学会(SEG) 
・環境土木物理探査学会(EEGS)  
・豪州物理探査学会(ASEG)  
・韓国物理探査学会(KSEG) 
・中国石油物理探査学会(SPG China)  
・ベトナム物理探査学会(VGA) 
・インドネシア物理探査学会(HAGI) 

④ SEG/EAGE 教育プログラムの開催支援 
海外の関連学会 SEG および EAGE が主催し，日本国内で実施する下記の物理探査技術の普

及・啓蒙活動に対して本年度も参加者の募集，会場の運営等，その支援を行う。 

・SEG 2015 Distinguished Instructor Short Course (DISC) 
演 題：Engineering Seismology: With Applications to Geotechnical Engineering 
講 師：Öz Yilmaz 
日 時： 2015 年 9 月 9 日（水）予定 
場 所： 未定（都内を予定） 

・ SEG 2015 Near Surface Honorary Lecture（Near Surface HL） 
演題：The curse of dimensionality in exploring the subsurface 
講 師： Hansruedi Maurer (ETH Zürich) 
日 時： 2015 年 10 月頃（予定） 
場 所： 未定（都内を予定） 

・ EAGE Education Tour（EET）セミナー 
演 題：Satellite InSAR Data: Reservoir Monitoring from Space 
講 師：Alessandro Ferretti (Tele-Rilevamento Europa - Milan, Italy) 
日 時： 2015 年 11 月 17 日（火） 
場 所： 東京大学 

(5) 技術士継続教育活動 
平成 27 年度も関係 7 学協会と連携して生涯学習支援システムの共同運営を継続し，会員の

技術士継続教育活動をサポートした。 
 

[5] 物理探査に係る広報活動事業 
(1) 物理探査ニュース 
「物理探査ニュース」No.26 から No.29 の 4 巻の発行を行い会員に配布するとともに国土交

通省ならびに農林水産省機関に無償で配布する。 
(2) ホームページ 
学会ホームページをさらに見易くかつ親しみやすいものへ更新し，WEB を通じて広報に係る

活動を実施する。また，会費納付にあたり国内在住者を対象にクレジットカードの利用を導

入する。 

 
[6] 物理探査学に係る研究，活動に対する表彰事業 
平成 27 年度において，以下の表彰等を行う。 
(1) 物理探査学会賞 
①論文賞，事例研究賞，業績賞 
会誌に発表された論説・論文・短報の中から特に優秀なものに物理探査学会論文賞を，ケー

ススタディ・技術報告の中から特に優秀なものに同事例研究賞を，また，探査技術の進歩に

寄与あるいは著しい探査成果をあげた業績の中から特に優秀なものに同業績賞を授与する。 
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② 物理探査学会奨励賞 
若手会員の活動を評価・支援するべく奨励賞を授与する。 

(2) 学術講演会等における優秀発表賞 
学術講演会等の活性化と技術の向上を図るため，若手研究者，技術者(35 歳以下)に優秀発表

賞を授与する。 
(3) 学会運営功績賞 

運営発展に特段の功績があった会員あるいは団体に運営功績賞を授与する。 
(4) 永年在籍会員表彰 

在籍 30 年かつ満 70 歳を超える正会員，および在籍 30 年に達した賛助会員とさらに 20 年

に達した賛助会員に授与する。 
(5) 名誉会員表彰 

満 70 歳を超え会長の経験者または物理探査に関する学術，技術の発展に大きな貢献があっ

た会員，あるいは会員歴 30 年以上でかつ 10 年以上本学会の役員を勤め学会の運営発展，

学術・技術貢献，学会発展に貢献があった会員に授与する。 
 

[7] その他目的を達成するために必要な事業 

学会の活性化を図るため継続して学会業務のＩＴ化を推進すると共に，学会ホームページの維

持管理を行う。 

 

 

２．学会の経営・運営に関する会議の開催 

 
[1] 通常総会 
平成 27 年 5 月 12 日(火)，東京，早稲田大学西早稲田キャンパスにて開催する。 
 

[2] 理事会 

平成 27 年度中に 4 回開催する。 
 

[3] 運営幹事会 

 平成 27 年度中に必要に応じて開催する。 
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 Ⅱ．平成 27 年度収支予算 

公益社団法人 物理探査学会 

平成２７年度予算書 
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平成２７年・２８年度代議員 

物理探査学会規則第 3 章に基づき，代議員選挙の公示を決議し，平成 26 年 12 月 15 日～平成

27 年 1 月 30 日の間，代議員候補者の公募を実施致しました。その結果，定数 80～120 名に対し

て下記のとおり 105 名の推薦があり，代議員選挙管理委員会による資格審査を経るとともに本人

の意思確認を行った後代議員となりました。なお，選任された役員の任期は平成 29 年度の通常総

会において次期代議員が選任されるまでの 2 年間となります。 
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平成２７年度会費 

 

本学会は昭和 60 年（1985 年）に正会員の会費を 5,000 円から 7,000 円に引き上げました。そ

の後，消費税制度の導入や税率の引き上げがありましたが，30 年間の長きにわたり会費を維持し

てきました。この間，学会の国際化や物理探査の普及に努め，「物理探査ニュース」の発刊，各種

書籍の出版，関連学協会との連携等を積極的に進めてまいりました。しかしながら，これら会員

サービスの向上に伴う支出の増加，シニア会員の増加や会員数の減少等により，事務局経費等の

削減だけではその増加分を補うことが難しくなってまいりました。このような事情により，平成

26 年度総会において，本年度からの会費改定をご承認いただきました。会費改定により，会員サ

ービスの一層の充実さらに一般社会への貢献にこれまで以上に力を注ぎ，学会活動の活性化を図

りたいと考えております。 

 

会費改定額 

会 員 種 別 平成 26 年度まで 平成 27 年 4 月以降 備  考 
正会員（一般） 

正会員（永年会員） 
正会員（シニア会員）

正会員（学生） 
海外会員 

7,000 円 
－ 

3,500 円 
3,500 円 

30 米ドル 

9,000 円 
－ 

4,500 円 
4,500 円 

45 米ドル 

 
70 歳以上かつ在籍 30 年以上 

65 歳以上 

 

外国籍を持ちかつ海外居住 
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平成 26 年度 物理探査学会表彰 

(1) 第 55 回（平成 26 年度） 物理探査学会賞 
論文賞 

・受賞者  ：佐藤浩章（一般財団法人電力中央研究所） 

・対象論文：佐藤浩章，地震動評価のための地表に近い岩盤における減衰の測定とそのモデ

ル化，物理探査，65, 37-52. 
事例研究賞 

・受賞者  ：鈴木浩一（一般財団法人電力中央研究所）・狩野嘉昭 

・対象論文：鈴木浩一・狩野嘉昭，沿岸域埋め立て地における周波数領域電磁探査法の埋設

物探査への適用，物理探査，67, 121-133. 
奨励賞 

・受賞者  ：岩田直泰（公益財団法人鉄道総合技術研究所） 

・対象論文：岩田直泰・津野靖士・山本俊六，宮崎県中部沿岸部における線状連続の S 波速

度構造および地震動の推定，物理探査，67, 95-106. 
奨励賞 

・受賞者  ：石田勇介（鳥取大学） 

・対象論文：石田勇介・野口竜也・香川敬生・盛川 仁，中国地方北部域における重力・磁

気データを用いた 3 次元基盤構造モデル推定の試み，物理探査，67, 157-170. 

(2) 優秀発表賞 

① 第 130 回春季学術講演会（東京 早稲田大学） 

・口頭発表  

吉光 奈奈（東京大学） 

対象：吉光奈奈・古村孝志・前田拓人，不均質な岩石試料内の波動伝播―実験と数値シ

ミュレーション― 

・口頭発表  

若林 恭子（早稲田大学） 

対象：若林恭子・小山研也・伊藤貴宏・横瀬隆司・田中宏和・竹内睦雄・香村一夫，地

層の充電率を用いた廃棄物埋立層内部性状の把握―メタルリッチゾーンに着目して― 

・ポスター発表 

該当無し 

② 第 131 回秋季学術講演会（静岡 清水テルサ） 

・口頭発表 

今井 崇公（東京大学） 

対象：今井崇公・六川修一・愛知正温，SVM を用いた土砂災害危険度の総合評価に関

する研究 

・口頭発表  

新色 隆二（株式会社地球科学総合研究所） 

対象：新色隆二・土屋真・田中智之・薛 自求・利岡徹馬・東中基倫・阿部進，苫小牧

地点 CCS 大規模実証試験における繰り返し弾性波探査データ処理の精度向上に関する

検討 
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・ポスター発表  

Selepeng Ame Thato（秋田大） 

対象：Selepeng Ame Thato・坂中伸也・西谷忠師，3D Numerical Modeling of Loop-Loop 

Negative Apparent Conductivity Anomalies 

(3) 学会運営功績賞 

相澤 隆生，須藤 公也 

対象：「Application Manual of Geophysical Methods to Engineering and Environmental 

Problems」EAGE 版の製作ならびに発刊に係わる一連の業績 

(4) 永年在籍会員表彰 

① 在籍 30 年以上，満 70 歳以上 

伊藤 潔，小西 尚俊，戸室 勝敏，中川 康一，早田 守廣 

② 50 年在籍賛助会員 

サンコーコンサルタント株式会社 

興亜開発株式会社 

株式会社ダイヤコンサルタント 

③ 30 年在籍賛助会員 

株式会社ドリリング計測 

西日本技術開発株式会社 

株式会社地球科学総合研究所 

一般財団法人地域地盤環境研究所 

(5) 名誉会員表彰 

津 宏治 

齋藤 徳美 

(6) 功労者表彰（臨時） 

田村 八洲夫，竹内 睦雄，佐々木 裕，茂木 透 
以上 

 


